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Tモデル（精算法）

Sモデル（精算法）

Tモデル（略算法）

Sモデル（略算法）

研究の背景

研究の目的

損傷量指標の算出（精算法）

建物モデルの評価例

梁降伏型・全体崩壊型柱降伏型・層崩壊型

建物が経済的に許容できる範囲で

修復できるかの判断に用いる修復性（修復限界）

現行の評価法に問題があり、研究も十分でない

地震時に建物が倒壊しないための安全性（安全限界）

様々な研究が進んでいる

建物全体に生じる損傷の度合い（損傷量指標）

を算出 修復性能の評価へ

建物の骨組解析

部材モデル
対象建物
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ひび割れ長さ評価モデル
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損傷量評価モデル
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建物の損傷量評価

最大経験部材角

建物の総ひび割れ長さ

ひび割れ幅

2mm以上

1～2mm未満

0.2～1mm未満

0.2mm未満

Rpeak

ΣL

建物の修復性能評価

良 悪修復性

Idm 小 大

損傷量指標 Idm＝
修復に要する費用

全部材の新設に要する費用

Sモデル Tモデル

本手法を用いて建物の損傷度合いを評価することで・・・

・建物の修復性能を比較することができる
・被災建物の損傷度合い（修復費用）を簡単に算出できる

建物に生じる損傷量を解析的に算出する損
傷量評価モデルを構築した上で…

まとめ

具体的な修復限界状態の提示が今後の課題

安全性が確保されたとすると・・・

安全性

修復性

＞

＜

RC造建築物の損傷量評価法・修復性能評価法の構築

問題点・・・

補修費用単価

算出が複雑で時間がかかるため、地震で被災した建物の
評価に向いていない

より簡単に算出できないか？

各部材の損傷度

部材の損傷量指標 Ik
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部材角
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損傷量指標の算出（略算法）

損傷度・・・部材の損傷度合いのランク

部材寸法
から計算 全部材で集計・平均

損傷量指標 Idm
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入力地震動／基準地震動
（地震の大きさ）

Idmが異なる

略算法が精算法と対応
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